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株式会社 エ ス ・ デ ィ ー ・ エ ス パ イ オ テ ッ ク つ く ば研究所 田

は じ め に

昆 虫病原性線虫 SIei11ernema glaseri ( ス タ イ ナ ー ネ

マ ・ グ ラ セ ラ イ ) を 有効成分 と す る バ イ オ ト ピ ア 水和剤

は， (株) エ ス ・ デ ィ ー ・ エ ス パ イ オ テ ッ ク が コ ガ ネ ム

シ 類幼虫 な ど の 土壌害虫 を 対 象 に 新 た に 開 発 し た 生物農

薬 で あ り ， 平成 1 2 年 10 月 1 1 日 農林水産省 よ り シ パ お

よ びカ ン シ ョ の コ ガ ネ ム シ類幼虫 を 対 象 に 登録認可 を受

け， 販売 を 開始 し た 。 本稿で は， こ のバ イ オ ト ピ ア 水和

剤の 開発経緯， 特長， 安全性お よ び使 用 方法 に つ い て 紹

介 す る 。

I 開 発 の 経 緯

線虫類は節足動物 に 次 い で そ の 種頬が多 く ， そ の生活

様式 も 植物 や 動 物 に 寄生 し て 生命 を 維持 し て い る も の

や， 自 101:1生活種 と し て 生息 す る も の な ど 多 種 多 様 で、 あ

る 。 そ の 中 で見虫の み に 寄生 し て増殖す る 線虫， い わ ゆ

る 昆虫病原性線虫 を生物的防|徐手段 と し て 害虫防除 に 利

用 す る 試み は古 く か ら 行わ れ て き た (石橋 ら ， 1 997) 。

昆虫病原性線虫 ま た は 昆虫寄生性線虫 と l呼 ばれ る ス タ

イ ナ ー ネ マ 属 ・ ヘ テ ロ ラ ブデ ィ テ ィ ス 属線虫 は， こ れ ま

で に 全 世界で 30 種以上見出 さ れ て お り ， 欧米諸国で は ，

す で に 数種が生物農薬 と し て 商品化 さ れて い る ( L L ! 中 ，

2000) 。

日 本 で は， 1993 年 に 当 社 に よ り 初 め て 昆 虫病原性線

虫 は ス タ イ プ ー ネ マ ・ カ ー ポ カ プ サ エ (Steinernema 

caゆoca戸sae : 商 品 名 バ イ オ セ ー フ ) が 商 品 化 さ れ，

現在， 化学農薬 での 防除が困難な， シ パ に 発生す る シ パ

オ サ ゾ ウ ム シ幼虫 ・ タ マ ナ ヤ ガ幼虫防除 を対象 と し て ゴ

ル フ 場 を 中心 に 広 く 普及 し て い る 。

ス タ イ ナ ー ネ マ ・ グ ラ セ ラ イ は， 1929 ま下 ロ ッ ク ブ エ

ラ ー研究所の ル ド ル フ ・ ウ ィ リ ア ム ・ グ レ イ ザ一 同士に

よ り 米国 ニ ュ ー ジ ャ ー ジ ー 州 でマ メ コ ガ ネ 幼虫 (Po戸il­

lia jaþonica) よ り 分離 さ れ， 同 年 コ ツ ト ホ ル ド ・ ス タ

イ ナ 一陣士 に よ り 新種 と し て 記載 ・ 命名 さ れた線虫であ
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り ， 当 時か ら コ ガ ネ ム シ 類幼虫防|徐 を 目 的 と し た生物的

防除資材 と し て 有望視 さ れ て い た 。

当 社 は こ の 線虫 を 実 用 化 す べ く ， 1 992 年 か ら 研究 開

発 に 取 り 組み， 1994 年 に は シ パ の コ ガ ネ ム シ 類幼虫，

1998 年 に は カ ン シ ョ の コ ガ ネ ム シ類幼虫 に 対 し 日 本植

物防疫 協会の生物農薬連絡試験検討会 に お け る 実用判定

を 得 た 。 ま た ， 1995 年 か ら は， 農林水産省 の ガ ッ ト ・

ウ ル クさ ア イ ・ ラ ウ ン ド 操業合意関連対策の一環 と し て ，

生物系特定産業技術研究推進機構 ( 生研機構) を通 じ て

生産現場が求 め る 技術 の 緊急開発推進 テ ー マ に 本研究が

取 り 上 げ ら れ， 大量増殖技術， 長期保存可能な 製剤化技

術 を 確立 す る と と も に ， 1997 年 8 月 に 策 定 さ れ た 「微

生物農薬安全性評価 に 関 す る 基準J ( い わ ゆ る 微生物農

薬 ガ イ ド ラ イ ン ) に 従 っ て ， I�IJ乳類への安全性， 環境お

よ び非 標 的 生物 へ の影特性 を 評価 し ， つ い に ， 昨 年 1 0

月 良薬登録認可 を 得 て ， 販売 を 開 始 し た 。

H 有効成分 の特性

以 下 に 本線虫 ( 図 ー 1 ) の分類学的位置， 由 来 な ら び に

製剤特性 を 示す。

1 名称
( 1 )  昆虫病原性線虫

学名 : Sleinernema glaseri strain SDS # 1 02 

干1]名 : ス タ イ ナ ー ネ マ ・ グ ラ セ ラ イ

コ ー ド No. : SB-7 1 8  

同義語 Sleinernema glaseri strain 非 328， Neoaþleclana 

glaseri 
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( 2 ) 共生細菌
学名 : Xenorhabdus ρoinarii 

和名 : ゼ ノ ラ プ ダ ス ・ ポ イ ナ リ

同義語 : Xenorhabdus nematophilus subsp poinarii 

2 分類学上の位置

( 1 )  ス タ イ ナ ー ネ マ ・ グ ラ セ ラ イ

門 : 線形動物門 (Nematoda = N emata) 

網 : 双腺綱 (Secernentea)

目 : ラ プデ ィ テ ィ ー ダ 目 (Rhabditida)
科 : ス タ イ ナ ー ネ マ 科 (Steinernematidae)
属 : ス タ イ ナ ー ネ マ 属 (Steinernema)

種 : グ ラ セ ラ イ (g，加eri)

株 : SDS 非 102 (社内 開発番号)

( 2 ) ゼ ノ ラ プダス ・ ポ イ ナ リ

化学合成従属栄養細菌
グ ラ ム 陰性通性嫌気性梓菌
科 : 腸内細菌科 (Enterobacreriaseae)

属 : ゼ ノ ラ プ ダス 属 (Xenorhabd，附)

種 : ポ イ ナ リ (ρoinarii)

3 由 来

( 1 )  ス タ イ ナ ー ネ マ ・ グ ラ セ ラ イ

本剤の成分であ る ス タ イ ナ ー ネ マ ・ グ ラ セ ラ イ SDS 非
102 株 は ， 1991 年ル ト ガ ー ス 大学 ラ ン デ ィ ー ・ ゴ ー グ ラ

一博士 に よ り 米国 ニ ュ ー ジ ャ ー ジ 一 件| の土壌か ら 分離 さ
れた株であ り ， そ の後分譲 さ れ (株) エ ス ・ デ ィ ー ・ エ ス

パ イ オ テ ッ ク つ く ば研究所 に お い て 継代維持 さ れ い る 。

ま た ， 本株 は分離後， 何 ら 人為的処理 あ る い は遺伝子操
作 を行 っ て い な い野生株で あ る 。

( 2 ) ゼ ノ ラ プ ダ ス ・ ポ イ ナ リ

本線虫 の共生細菌であ る ゼ ノ ラ プダス ・ ポ イ ナ リ は，
ス タ イ ナ ー ネ マ ・ グ ラ セ ラ イ SDS 非 102 株 よ り 分離 し た

菌で， 人為的処理， 遺伝子操作 は一切行 っ て い な い。
4 本剤の対象作物 ・ 対象害虫 お よ び使用 方法

本剤の対象作物 ・ 対象害虫 お よ び使用 方法 に つ い て ，
表- 1 に 示 し た 。

5 製剤

剤型 : 水和剤
有効成分 : ス タ イ ナ ー ネ マ ・ グ ラ セ ラ イ

(感染態 3 期幼虫)
規格 : 1 億 2 ， 500 万頭/パ ッ ク
包装 : 10 パ ッ ク 入 り ダ ン ボ ー ル箱

皿 生 物 活 性

1 宿主範囲

本線虫 は， コ ガ ネ ム シ類幼虫や ゾ ウ ム シ類幼虫 な ど の
鞘麹 目 幼虫 に 高 い 殺虫活性 が 認 め ら れ て い る 。 表-2 に
本線虫 に よ る 野外での 防除効果が認め ら れた コ ガ ネ ム シ

種 を 示 し た 。 一方， 鱗麹 自 の 害虫 に 対 し で も ス ジ キ リ ヨ

ト ウ 幼虫， シ パ ッ ト ガ幼虫 な ど シ パ を 加害す る も の だ け

で は な く ， ハ ス モ ン ヨ ト ウ 幼虫 な ど の 作物 を加害す る 害

虫 に 対 し て も 高 い殺虫活性が認め ら れて い る 。

2 殺虫機構

本 剤 の 殺虫機構， す な わ ち 生活 史 の 概 要 を 図-2 に 示

し た 。 ス タ イ ナ ー ネ マ ・ グ ラ セ ラ イ の 感 染 態 3 期幼虫

は， 体表面が 2 期幼虫 の表皮 で覆 わ れて お り ， 線虫生活
史 の 中 で は 唯一， 見虫 (宿主) 体外で生存で き る 耐久型

表 - 2 感染が確認 さ れた コ ガ ネ ム シ種類

和 名

セ マ ダラ コ ガ ネ
マ メ コ ガ ネ

ド ウ ガ ネ プイ プイ
ヒ ラ タ ア オ コ ガ ネ
ア シ ナ ガ コ ガ ネ

ヒ メ ア シ ナ ガ コ ガ ネ
ウ ス チ ャ コ ガ ネ
オ オ ク ロ コ ガ ネ
ビ ロ ウ ド コ ガ ネ
コ イ チ ャ コ ガ ネ

ヒ メ コ ガ ネ
ナ ガ チ ャ コ ガ ネ

コ ア オ ハ ナ ム グ リ
ス ジ コ ガ ネ

ア カ ビ ロ ウ ド コ ガ ネ

学 名

A nomola orientalis 
PoPllia japonica 
A nomola cu，ρrea 

A nomala ocliescostata 
HoPlia communis 

Eclinohoplia obducla 
A no明ala diversa 

Holotrichia parallela 
Maladera j.ゆonica

A doretus tenuimaculatus 
A nomala rufocuprea 

日ψtoPhylla Picea 
。勾Icetonia jucunda 
Mimela testaceipes 
Maladera c，ωtanea 

表 - 1 対象作物 ・ 対象病害虫お よ び使用方法

作物名 適用害虫名 使用盤 使用時期
本剤の

使用方法
使用 回数

シ J �
1 m' 当 り

0 . 5�2 1 散布
コ ガ ネ ム シ 2 ノ f ッ ク /10 a 

発生初期 6 回以内
類幼虫 (2 億 5 ， 000 万頭) l 株 当 た り 0 . 5�2 1 

カ ン シ ョ ( 1  m' 当 た り 3�1 2 l )
株元灘注
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図 - 2 ス タ イ ナ ー ヰ マ ・ グ ラ セ ラ イ の感染機梢 ・ 51'.(，円121

表 3 滋1 1 I お よ び近接可能 な薬剤

混用可能な薬剤

殺 虫 剤 殺 菌 剤l
オ ノレ ト ラ ン 水利1'i'1 I キ ャ プ タ ン 水利再'1 80

シ ラ ト ッ プ乳剤 | グ ラ ス テ ン 水和両'1

デ ナ ポ ン 水和斉 グ ラ ン ザ ー 水平日商'1

リ ラ ー ク DF 水和剤 | サ ン ヤ ー ド 水平 :1剤

ダ イ ア ジ ノ ン 乳剤 | シ パ ク リ ン波斉'1

ダー ズ ノ ぐ ン乳斉'1

ピ ニ ブ ェ ー ト 手U'íU

イ ノレ ダ - SG

ノレ パ ン 水和斉'1

ダ コ ニ ー /レ タ ー フ フ ロ ア プノレ

ト モ オ キ ラ ン 水利再'1

ノ て イ レ ト ン 手Li'í'1

パ リ ダ シ ン液剤 5

へ リ テ ー ジ粉粒水荊Jï'íll

ベ ン レ ー ト 水利首'1

モ ン セ レ ン 水杭l剤

ノレ ビ ゲ ン 水利i'í'1 48

ロ プ ラ ー /レ 水和方'1

l 日 以上の間隔 を お い て 近緩散布可能楽育'1

除 草 剤l

ア ー ジ ラ ン液剤， イ ン プー ノレ 水利宵'1

ウ ィ ー ラ ノレ フ ロ ア フツレ， ウ ェ イ ア ッ プフ ロ ア プ/レ

ク サ プ ロ ッ ク ノk手Ll1'i'I， ク 1)ー レ ス 水平U1'i'1

ザ ー ベ ノレ DF 水*1 1背'1， ザ イ ト ロ ン ア ミ ン 液剤

シ マ ジ ン 水柿 l 斉'1， タ ー ザ イ ン 水平日1'i'1

テ コ パサ ン 水利方'1， デ ィ ク ト ラ ン 水柿 l斉'1

パ ナ プ イ ン 粉粒水平Il斉'1， M C I ' P  液剤

ノ て ウ ン テ ィ ー フ ロ ア フ.ノレ， シ ノ て タ イ ト

パ ンベ ノレ D 液斉'1， ハ イ メ ド ウ 水利宵'1

ス タ ァ カ ー 水利 l押し カ ー ブツ'K平L I斉'1

タ ア ラ ー乳育'1， シ パ ゲ ン水杭11'i'1， ハ ー レ イ DF

イ デ ト ッ プ フ ロ ア プノレ， ア グ リ ー ン 水平D1'i'1

カ ノレ ホ ス 乳剤. ス ミ チ オ ン 手Lì'í'l， ザ ニ ー フ ィ ー ノレ ド 乳剤， コ ガ ネ キ ラ ー 乳育'1

W 本剤の特長

1 73 

の ス テ ー ジ であ る 。 感染態 3 期幼虫 は， 土壌中で宿主昆

虫 に遭遇す る と そ の 開 口 部 ( 口 ， I江門， 気門) よ り 体内

に侵入 し ， 中 !揚 を 経 て 血体!疫 に 侵入 す る 。 こ こ で共生細

菌 ( ゼ ノ ラ ブダ ス ・ ポ イ ナ リ ) を放出 し ， 細菌 が増殖す

る こ と に よ っ て 敗血症 を 引 き 起 こ し ， 宿主昆虫は線虫侵

入後 24�72 時間後 ま で に 死亡 す る 。 線虫 は， 増殖 し た

共生細 菌 に よ り 分解 さ れ た 宿 主の組織や細菌 自 身 を摂食

し ， 0 羽幼虫， 第 l 世代成虫へ と 成長 し ， 交尾後産卵 す

る 。 さ ら に 第 2 世代 目 を 経 て ， そ の幼虫が感染態 3 WJ幼

虫 と し て 昆虫体内 に ま ん延す る 。 増殖 し た 感染態 3 期幼

虫 は ， 昆虫体外 に脱出 し ， 次の宿主 を 求 め て 分散 し て い

く 。

ス タ イ ナ ー ネ マ ・ グ ラ セ ラ イ は移動分散能 力 が高 く ，

線虫 自 ら が宿主昆虫 を 探 し て 感染す る と て も 攻撃的な線

虫であ る 。 し た が っ て ， 化学農薬の表面散布で は薬剤が

到達 し な い土嬢深部 に生息す る コ ガ ネ ム シ 類幼虫 な どの

土壌害 虫 に 対 し で も 高 い 防除効果 を 発揮で き る 。

ま た， 本線虫 は殺虫活性発現温度域 ( 1 5�300C) が広

く ， 早春~晩秋 ま でl幅広 い 時期 の 散布 処 理 が 可 能 で あ

る o

安全性 に つ い て 詳 し く は 後述す る が， 生物農薬安全性

ガ イ ド ラ イ ン に基 づ く 評価 に よ っ て ， ヒ ト に 対す る 安全

性， 非標的生物や環境 に 対す る 影響性 に つ い て 問題がな
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い こ と が確認 さ れて い る 。

本剤 は水和剤であ り ， 散布液 の調整 は容易 で あ る 。 ま
た ， 多 く の 化学農薬 と の混用 お よ び近接散布が可能であ

る 。 (表-3)

さ ら に ， 本剤 は そ の複雑 な殺虫機構か ら ， 化学農薬の

よ う な連用 に よ る 対象害虫 の抵抗性獲得の心配が な く ，
植物 に 対す る 薬害 も な い こ と が確認 さ れ て い る 。

V 安 全 性

1 ヒ ト に対す る 安全性

ス タ イ ナ ー ネ マ ・ グ ラ セ ラ イ お よ びゼ ノ ラ プ ダス ・ ポ

イ ナ リ は， 350C以上の温度環境で は増殖で き ず， 死滅す

る こ と が判 っ て い る (YAMANAKA et al . 2000) 。 し た が っ
て ， 温血動物 の 体 内 で は 生存 す る こ と が で き ず， さ ら
に ， 高等動物の 免疫機構では容易 に 異物 と し て認識 さ れ
生体内 か ら 排除 さ れ る 。

一方， 本線虫 は本来土壌中 に 生息 し て い る た め ， 植物
体上 で は 紫外線， 乾燥お よ び高混な ど の環境要因 に よ っ

て 容易 に死滅 し ， ま た ， 生物学的特徴か ら ， 植物細胞内

へ侵入 し て 残留す る 恐れ も な い。 つ ま り ， 人聞が本線虫
に 長期 に 暴露 さ れ る 可能性 は な し こ の点か ら も 安全性
に 問題 は な い と 判断で き る 。

2 環境 に及ぽす影響

( 1 )  水棲動物 に対す る 影響

本線虫 は， 水中での遊泳能力 がな く ， 経時的 に死滅 し
て い く こ と が確認 さ れて い る 。 コ イ ， ミ ナ ミ ヌ マ エ ビ に
対す る 影響 に つ い て 試験 し た が， 何 ら 影響 は認め ら れ な

か っ た 。

( 2 ) 鳥類 に対す る 影響

上述 し た と お り ， 温血動物 であ る 鳥類 に対 し で も 影響
は な い と 考 え ら れ る 。 ウ ズ ラ に対す る 経 口投与試験結果

か ら も 何 ら 影響 は認め ら れな か っ た 。

( 3 ) 標的外昆虫 に対す る 影響
捕食性天敵昆虫 と し て エ ゾ カ タ ピ ロ オ サ ム シ， オ オ ア

ト ボ シ ア オ ゴ ミ ム シ ， ク モ 類 と し て ウ ヅ キ コ モ リ グ モ に

つ い て 本線虫の感染性 を 調査 し た が， 本線虫 に対す る こ
れ ら の 昆虫の感受性 は非常 に 低 く ， ま た ， 地表俳個性昆
虫 は， 実場面 に お い て 線虫 と 接触す る 機会 も 少 な い こ と
か ら ， 影響 は な い こ と が確認 さ れた 。

( 4 ) ミ ツ バチ に対す る 影響

セ イ ヨ ウ ミ ツ パチ に 対 し 本線虫の影響試験 を 実施 し た
と こ ろ ， 行動の巽常お よ び線虫の感染性 は認め ら れず，

影響 は な い も の と 判断 さ れ る 。
( 5 ) カ イ コ に対す る 影響

鱗麹 目 幼虫で あ る カ イ コ に対 し て は， 条件が適当 で あ

れば感染 す る 。 し か し な が ら ， 実場面での散布 を 考 え た

場合， 養蚕地域， 桑園 な ど へ大量 に 飛散す る 可能'性 は低

く ， 仮 に 桑葉表面 に 薬液が飛散 し た と し て も ， 乾燥 と と

も に 線虫 は短時間 で死亡す る と 考 え ら れ る の で， 給桑 に
よ り カ イ コ に 影響 を お よ ぽす可能性 は 全 く な い。

( 6  ) 土壌 中 の 生態系 に 及 ぽす影響
土壌中 で は ， 宿主が存在 し な い場合， 温度 や乾燥等 の

非生物的要因お よ び捕食性土壌動物 ( ト ピ ム シ類， ク マ
ム シ類， 線虫類， ダニ類) や線虫捕捉糸状菌 な ど の 生物

的要因 に よ っ て 数週間 か ら 数か 月 で激減 し て し ま う 。 ま

た ， 通常施用 量 の 10 倍量 を 畑地へ処理 し ， 土壌微生物

群 (細菌， 糸状菌， 放線菌) お よ び土着線虫類 に対す る
影響性 を 調査 し た が， こ れ ら の季節的密度推移 に 対 す る
本剤施用 に よ る 影響 は全 く 認め ら れな か っ た 。

VI 使用 に あ た っ て の注意事項

実場面 に お い て 十分 な 防除効果 を 得 る た め に は， 防除
対象 と す る 害虫 の 生育ス テ ー ジ を 把握 し ， 的確 な 時期 に

処理す る こ と が も っ と も 重要 で あ る 。 す な わ ち ， コ ガ ネ
ム シ類幼虫 の場合， 2 令後期 か ら 3 令幼虫 が も っ と も 本
線虫 に対す る 感受性が高 い の で， 成虫 の発生時期や コ ガ

ネ ム シ種か ら ， そ の生育時期 を 予測 し て 処理時期 を 決定

す る 。
ま た ， 確実な散布処理 な ら び に 散布 し た 線虫がで き る

だ 防長 く 土壌中 に 生残 で き る 環境 を 維持す る こ と も 重要

であ る 。 施用 時 に 注意す べ き 点 を 以下 に 示 し た 。

1 散布液の調整

希釈す る 水の温度 に 留意 し ， 300C以下の水で調整時 に

直射 日 光が あ た ら な い よ う 注意 し ， 調整後 は速 や か に 散
布す る 。 水温が 150C以 下 と な る よ う な 低温で は 線虫 の

活動性が低下 し ， 散布処理後の土壌 中 へ の 定着が遅れ，
乾燥， 直射 日 光 な ど に よ り 死亡す る 確率が高 く な る の で
注意 を 要 す る 。

2 散布処理

線虫 は水溶液 中 で沈 み や す い の で， 常時撹枠 し な が ら

散布す る 。 散布 は 直射 日 光や気温の影響 を 受 け に く い 曇
天 ま た は雨天時 に 行 う の が望 ま し い。 や む を 得ず晴天時
に散布す る 場合 は で き る だ け 日 没時 に 処理す る 。 こ の時
土壌表層部の乾燥や地温が上昇 し て い る 場合 は ， あ ら か
じ め 散水 し て 環境 を 整 え て か ら 処理す る 。 シ パ で は ， 25 

万頭1m2 の処理濃 度 で， 平米 あ た り の 水 量 は 約 300 m l
"""2 l で散布す る 。 さ ら に ， 同 程度 の 水量 ( サ ッ チ 層 が

全体的 に 十分濡れ る 程度) を 「後散水」 と し て 行 い ， 茎
葉部 に付着 し て い る 線虫 を 確実 に 土壌 中 へ到達 さ せ る 。
カ ン シ ョ に 使 用 す る 場合 は ， 5"""6 万頭 の 線虫 を 1 株 あ
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た り 100�200 ml 程 度 の 水量 で 濯 注 し ， シ パ 同 様， 同

量程度 の水 を再度濯注 し て線虫 を 確実 に 土壌害虫生息部

位へ到達 さ せ る 。
3 処理後の管理

処理後晴天が続 く こ と が予想 さ れ る 場合， ス プ リ ン ク
ラ 一 等 で 1 週間 に 1， 2 度， 1 5�30 分程度 潅水す る と ，

線虫 の生残性が よ く ， 長期的効果が期待で き る 。

お わ り に

昆虫病原性線虫製剤 は ， 耐久型 ス テ ー ジ の線虫 を 製剤

化 し て お り ， 他の微生物農薬 に 比べ， 化学農薬 と の混用
適合性 に優れて い る 。 し た が っ て ， 混用や体系防除 で利

用 し や す く ， 今後， IPM (総合 的 害 虫 管 理) の 一 端 を
担 う 剤 と し て ， 利用場面の拡大が期待 さ れ る ( 田 辺 ・ 山

中， 2001) 。 特 に ， こ の ス タ イ ナ ー ネ マ グ ラ セ ラ イ は 昆

虫病原性線虫 の 中 で も 宿主範囲が広範で あ り 今後の適用
場面拡大の可能性 は非常 に 高 い。

当 社 で は 現在， シ パ オ サ ゾ ウ ム シ 幼 虫 や 鱗 麹 目 幼虫
( シ パ ッ ト ガ， ス ジ キ リ ヨ 卜 ウ ) に 対 す る 適用拡大 の検

(21 ペ ー ジ か ら 続 き )
ト ア ン モ ニ ウ ム 塩剤， ト リ フ ル ラ リ ン 剤， ぺ ン デ ィ メ タ
リ ン 剤 (除草剤 : 3 農薬)

② 農作物等 (栽培方法) の変更 (16 農薬)
イ マ ゾス ル ア ロ ン 剤， エ ス プ ロ カ ル ブ剤， エ 卜 べ ン ザ

ニ ド 剤， シ ハ ロ ホ ッ プブ チ ル剤， ダ イ ム ロ ン 剤， ト リ プ
ル ラ リ ン剤， ビ ス ピ リ パ ッ ク ナ ト リ ウ ム 犠剤， ピ ラ ゾ キ
シ フ ェ ン 剤， ピ リ ミ ノ ノ マ ッ ク メ チ ノレ剤， ブ タ ミ ホ ス 剤，
プ ラ ザ ス ル ア ロ ン 剤， ペ ン ス ル フ ロ ン メ チ ル剤， べ ン タ
ゾ ン剤， ベ ン チ オ カ ー ブ剤， メ フ ェ ナ セ ッ ト 剤， モ リ ネ
ー ト 剤 (除草剤 : 16 農薬)

③ 剤型の追加 (4 農薬)
ダ イ ア ジ ン 剤 (殺虫剤 : 1 農薬) ， イ ミ ノ ク タ ジ ン ア

ルベ シ /レ酸塩剤 (殺菌剤 : 1 農薬) ， グ リ ホ サ ー 卜 ト リ
メ シ ウ ム 塩剤， ピ リ ミ ノ パ ッ ク メ チ ル剤 (除草剤 : 2 農
薬)

④ 使用 方法の追加 (7 農薬)
オ キ サ ミ ル剤 (殺虫 剤 : 1 農薬) ， シ ハ ロ ホ ッ プ ブ チ

ル剤， ビ フ ェ ノ ッ ク ス 剤， プ レ チ ラ ク ロ ー ル剤， ペ ン ト
キ サ ゾ ン剤， べ ン フ レ セ ー ト 剤， メ フ ェ ナ セ ッ ト 剤 (除
草剤 : 6 農薬)

⑤ 使用 時期の変更 ( 1 4 農薬)

討 を 開始す る と と も に ， 様々 な作物分野での害虫防除の
可能性 を模索検討 中 で あ る 。

適用拡大 を 考 え る う え で， 本線虫 に 関 す る 生物学的 な
特徴や性質が十分 に 解明 さ れ る べ き で あ る が， 残念 な が
ら 商業化研究 に 比べ， 基礎的 な研究 は他の天敵生物 に 比

べ る と 国 内 外 と も 多 い と は 言 え な い ( 山 中 ， 2000) 。 ア
メ リ カ で は オ ハ イ オ 大学が中心 と な り ， 見虫病原性線虫

に 関 す る 非常 に充実 し た ホ ー ム ペ ー ジ が公開 さ れ て い る

( www2.oardc.ohio-state.edu/nematodes) 。 今後多 く の

研究者 ・ 機関 ・ 企業が こ の線虫 に 興味 を持 ち ， よ り 多 く
の場面で利用 さ れ る 可能性が一 つ で も 多 く 見出 さ れ る こ
と を 期待 し て ， 最後 に こ れ を 紹介 し て お く 。
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酸化 フ ェ ン ブ タ ス ズ 剤， シ ペ ル メ ト リ ン 剤， ダ イ ア ジ
ノ ン 剤 (殺虫剤 : 3 農薬) ， ト ル ク ロ ホ ス メ チ ル 剤 (殺
菌剤 : 1 農薬) ， イ マ ゾ ス ル フ ロ ン 剤， カ フ ェ ン ス ト ロ
ー ル剤， ジ フ ル フ ェ ニ カ ン 剤， ダ イ ム ロ ン 剤， ト リ フ ル
ラ リ ン 剤， ピ リ プ チ カ ル プ剤， ピ リ ミ ノ パ ッ ク メ チ ル
剤， プ レ チ ラ ク ロ ー ル剤， ペ ン ス ル ア ロ ン メ チ ル剤， ペ
ン ト キ サ ゾ ン 剤 (除草剤 : 10 農薬)

⑥ 使用 回数の変更 (5 農薬)
オ キ サ ミ ル剤， シ ペ ル メ ト リ ン 剤 (殺虫剤 : 2 農薬) ， 

シ ハ ロ ホ ッ プブチ ル剤， ピ リ ミ ノ パ ッ ク メ チ ル剤， モ リ
ネ ー ト 剤 (除草剤 : 3 農薬)

( 3 ) 農薬安全使用基準 の 削除 : 3 農薬
エ チ オ フ ェ ン カ ル ブの水利剤 及 び粒剤， キ ノ キ サ リ ン

系 ( キ ノ メ チ オ ネ ー ト ) 粉剤， PAP ( フ ェ ン ト エ ー ト )
粉粒剤 (殺虫剤 : 3 農薬)
2 水産動物の被害防止 に 関 す る 安全使用基準

フ ァ モ キ サ ド ン 剤 (殺菌剤 : 1 農薬) の追加
3 水質汚濁 の防止 に 関 す る 農薬安全使用基準

ベ ン チ オ カ ー ブ剤 (除草剤 : 1 農薬) の 農作物等 (栽
培方法) の変更
4 . 航空機 を 利 用 し て 行 う 農薬 に 関す る も の

ア ゾ キ シ ス ト ロ ビ ン 剤 (殺菌剤 : 1 農薬) の 追加
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